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インプラント治療を追究し続けてきたIñaki 
Gamborena氏とMarkus B. Blatz氏に
よって執筆された、前歯部領域における
総合的なインプラント治療専門書の翻訳
本である。
アバットメントの歯肉貫通部の立ち上がり
やヒーリングアバットメント形状の考察、
口蓋側ではなく本来歯根が存在していた
位置への埋入とそれを実現する歯肉操作
のテクニックは特筆に値する。また、治療
計画段階での矯正治療や隣在歯のマネー
ジメントを見るだけでも明日のインプラント
臨床の一助となろう。
本書は、「前歯部審美領域におけるイン
プラント治療」というもっとも難易度の高い
歯科臨床に対する新しいバイブルである。
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前歯部インプラントの最新プロトコル
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evolution

現代デンタルインプラントロジーへのアプローチ

・ 前歯部単独インプラント修復に対する審美的パラメータ
   →Research：審美的パラメータ
・ インプラント周囲軟組織の特徴
   →Research：インプラント周囲軟組織

１．審美性と軟組織の検討

インプラント周囲の自然な審美性

   →Research：三次元的インプラント埋入
・ 一般的な考え方
・ ガイデッドサージェリー

３．理想的な三次元的インプラント埋入

・ 骨移植
・ 軟組織移植術
   →Research：軟組織移植のドナーサイト
   →Research：組織移植の臨床結果
   →Research：ソケットグラフト
・ プロビジョナルレストレーションを用いた補綴的な軟組織カントゥアの形成
   →Research：インプラントアバットメント
・ 軟組織の審美性を高める矯正治療
   →Research：矯正治療

４．自然な軟組織カントゥアの形成

・ 印象採得
・ アバットメントを外さない印象法
・ 三次元的エマージェンスプロファイルと歯の形態
・ 色調とコーピングの選択
   →Research：最終クラウンのマテリアル
・ アバットメント素材の選択
   →Research：蛍光性

５．最終修復物のためのラボとのコミュニケーション

・ プラットフォームシフトコンセプトの臨床プロトコル：遅延インプラント埋入
・ プラットフォームシフトコンセプトの臨床プロトコル：即時インプラント埋入
   →Research：プラットフォームシフティング
・ プラットフォームシフトコンセプトの臨床結果
   →Research：取り外しによる影響

２．インプラント、アバットメントおよび補綴デザインに対する
　生物学的影響

   →Research：最終セメント合着
・ 最新のコンセプト

６．最終修復物

Markus B. Blatz

evolution_A4.indd   1 15/10/15   14:45



321

初診 最終

最終的な矯正治療が終了した後、最終修復物を装着する前に8ヵ月のスプリント設置期
間を設けた。その間に新しいコンポジットレジンのプロビジョナルレストレーションを
11の切縁に設置し、他の歯列とのより良好な調和が得られるようにした。コンポジッ
トレジンベニアを製作し、2が理想的なプロポーションと形態になっていることを確認
した。それから最終ジルコニアアバットメントとアルミナクラウンを接着した。この段
階的複合治療アプローチによって対称的で水平的な軟組織カントゥアが達成された。
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下顎中切歯

最終ジルコニアアバットメントを暫間修復時の初日に連結した。以降、外すことなく満足できる結果となった。

歯周炎のため１１が抜歯となった。即時インプラント埋入のプロトコルに従い、2本のNobelActive 3.0インプラントを埋入し、
CTGのためのスペースを最大にするためにカスタムのプロビジョナルヒーリングアバットメントを連結した。
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118 ２本の近接し過ぎたインプラント埋入の審美的結果

コンタクトポイント

5 mm

3~3.5 mm1.5 mm 1.5 mm

7年

最終修復物はプロビジョナルレストレーション装着後1年に装着された。術後7年の写真とデンタルX線写真では、隣接した乳頭の
大きな吸収と平坦化が認められる。

１１が歯の形態の過度な欠損のため抜歯された。この種の治療では典型的だが、硬・軟組織の吸収を少なくするためにステージ法の
即時インプラント埋入を続けて行った。まず、１にインプラント埋入を行った。しかし、このインプラントは近心に傾き過ぎてい
て、6ヵ月後に行う2本目の１へのインプラント埋入が困難になった。その結果、インプラントどうしが近接してしまった。
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